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「三田市高校生議会」

　１月８日三田市総合文化センター・郷の音ホールで市内の新成人
1,088 人が新たな一歩を踏み出しました。その代表挨拶に湊川短大
2年生の定金優奈さんが選ばれ、自分に自信を持てるようになったのは、
高校・短大を通じて知り合った「人との出会い」が自分を育ててくれた

ことを発表しました。
　高校では演劇部で自分を理解し
てもらい自分にしかできない役を
貰った事、短大では実習で老人
ホームを訪れたとき一人の高齢者
が胸襟を開き家族の大切さや好き
なことに打ち込むことの素晴らしさ
を教えてもらったこと。人を育て
たり支えたりするのはやっぱり
「人」なんだとあらためて痛感し、
それらの出会いを与えてくれた
環境に感謝しました。そして、卒業
後は人を楽しませたり気持ちを
支えてあげられるような自分で
ありたいと述べました。

「三田市成人式で短大生が代表挨拶」 
　三田の附属園の初釜がありました。
午前中に北摂第一と北摂学園、午後から
北摂中央とキッズポート保育園が行いました。
この日は朝から雪が降り、松聖庵の庭に
も雪化粧、寒いながらも風情のある一日
でした。正月の棚飾りも拝見し、花びら餅
を頂いた後、理事長先生、大江先生、
高山先生の濃茶と薄茶のお点前を頂戴し
ました。参加した園長や職員は新たな年も茶道のお稽古に精進
していきたいと思いました。

　２年生が２グループに分かれ１月１５日～２０日までの３泊５日で、ハワイへ
修学旅行に行ってきました。ほとんどの生徒が初めての海外旅行で、見るもの
すべてが新鮮に感じられました。旅行期間中は、暑すぎず常に温暖で気持ちの
よい気候でした。ワイキキビーチが一望できるカカアコに行き記念撮影したり、
平和学習で訪れたパールハーバービジターセンター、またポリネシアン
カルチャーセンターで文化体験学習をし、夕食後には２７００名が収容できる
劇場で催されるイブニングショーを鑑賞しました。最終日には、ドルフィン
ウォッチングでクルーズに出かける班など、班別自由行動でハワイを満喫しま
した。生徒は元気に過ごし、高校生活で一番の思い出になりました。

附属園「初釜」

　選挙権年齢が 18 歳になり、選挙を身近に感じるように
なった高校生が、三田市議会議場にて「高校生議員」として
市政に関する提案や質問を行い、将来にわたって三田市に
住み続けたいと思えるまちづくりに活かすことを目的として、
1 月 29 日に行われました。
　本校から参加した川道美優香さん（２年）は三田駅周辺の
活性化と題しキッピーモールに三田市の特産品の新作

メニューの売場を新設する提案を行いました。松嶋夏未さん（２年）は神戸電鉄の
料金についてと題し、運賃に関することや補助金についての質問を行い、二人には
市長と理事が答弁していただました。
　二人は、「この議会に参加したことで、今まで考えることのなかった三田の事を真剣に
考え、三田に対する関心や愛着が大きくなりました。そしてまちづくりへの参加意識を
しっかり持たなければならない。」と感想をかたってくれました。

附属園「初釜」

三田松聖高校「修学旅行」

　昨年より進めてきました短大附属ぽるとこども園が平成 29年 3月 19日（日）入園予定者の施設見学を
兼ねてオープンセレモニーを行います。学園関係者のほか、お世話になる医師、市長をはじめとする市関係者、

工事関係者などが列席し、子どもたちの新しい環境整備を祝います。

お知らせ
短大附属ぽるとこども園オープニングセレモニー


